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番 号 議 題 結 果 

議第２２号 
平成２６年中津川市立小中学校教職員の人事異動方針につ

いて 
承 認 
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【開 会】 

【議 事】 

【委員長】議事に入ります。日程第１、議第２２号 平成２６年中津川市立小中学

校教職員の人事異動方針について、事務局からお願いします。 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

【委員長】ご意見ご質問等ございましたらお願いします。松田委員。 

【松田委員】毎年、移動教育委員会で保護者から要望が出ますが、管理職の方が一

気に代わってしまう事例があって、非常に困るというお話です。これは市教委だけ

の要望で進めることができない話だと思うのですが、もう少しご配慮いたただき、

東濃あるいは県とお話ししていただけるとありがたいと思います。要望です。 

【委員長】田島委員。 

【田島委員】方針重点配置等の方針を各先生方は、どういう機会に認識されるので

しょうか。 

【委員長】教育次長。 

【教育次長】少しフライングになりますが、１２月１０日に案ということで、校長

会に示しております。もちろん教職員それぞれが中津川市教育委員会はこういう方

針に基づいて異動するということを周知する必要がありますので、先に校長を通じ

て各教職員には知らせてあります。本日、修正等があった場合には、また後ほどお

知らせするということでお願いしてあります。以上です。 

【委員長】ほかにありませんか。田島委員。 

【田島委員】中津川市での今期の退職者は、どれぐらいおられますか。 

【委員長】教育次長。 

【教育次長】校長が４名、後で追加があるかもしれませんが、今のところ定年、勧

奨、若い職員の普通退職、これは教諭だけではなく事務、養護教諭含めて、１４名

ほどです。 

【委員長】田島委員。 

【田島委員】今日の岐阜新聞に教員関係の記事が載っておりましたが、精神的、肉

体的な病気などで退職される方はおられますか。 

【委員長】教育次長。 

【教育次長】現在、休職中の職員が複数あります。私傷病の方、精神疾患の方があ

りますが、このうちのお１人が年度末に退職される予定になっております。ただ、

今この時点では復職を目指して頑張っておりますので、はっきりしたことではあり

ません。この方は、昨年度の新規採用教諭で、今年度で２年目の職員です。ほかに

そういった病気等で年度末をもって退職される予定の方は、今のところおりません。 

【委員長】ほかにありませんか。田島委員。 

【田島委員】２年目の方が退職されるということで、ちょっと気になりました。中
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津川には、先生方の精神的なケアをしてくださる機関といいますか、配慮があると

いうことを伺っておりました。以前、１年２年の方々をケアしておられるという話

も伺いました。１年２年３年という方々だと、学校から出てきてすぐに担任を持た

なければいけない状態になっていることもあると思います。先輩方との関わりやベ

テランの先生からのテクニックを伝えてもらうとか、そういう制度や仕組みはどう

なっていますか。 

【委員長】教育次長。 

【教育次長】初任者を一人前の教員に育てていくのは本当に大切なことです。ご指

摘のとおり、さまざまな方策が県でも行われておりますし、市でもやっております。

たとえば初任者には拠点校指導教員という先生がついて、週に最低１回は朝から晩

まで面倒をみております。中津川市は他市に先駆けてこういった職に退職校長先生

等を登用して、経験や今まで培ったノウハウを伝えていていただきます。校内には

指導教員ということで、校内の職員の中で初任者を大事にみていく担当もあります。

以前から中津川市の学校については、若い職員を他地区からたくさんいただいて、

３年間育てて返さなければいけない経験がたくさんありまして、学校としても温か

い職員を育てる環境や経験が十分に備わっているのではないかと判断しております。

ただ、最近の若い方たちを見ると、教員になって赴任して初めて一人暮らしをする

という人が非常に増えてきております。かつてのように大学時代に関東や関西へ出

ていって一人で暮らしてきた経験を持たない子が意外と多いのです。こういった方

たちに対しては、仕事をする前に一人の人間として自分の生活をきちんと確立して

いくところからスタートしなければなりません。なかなかプライベートまで入り込

むことは厳しいかと思いますけど、この点についても学校はよく承知しております

し、幸い２年目や３年目の先生が中津川市にはたくさんおりますので、そういった

先輩が後輩である初任者を、校内や地区の中で導くということも日常的に行われて

いると思っております。管理職の皆様方も、若い子を育てることに本当に注力して

いただいておりまして、ありがたいと思っております。 

【委員長】田島委員。 

【田島委員】年配の先生の教え方を見せていただいたとき、あれは教えているとい

うことの経験がなせる一つの芸じゃないかと思いました。目配り、声のトーン、言

い回し、前を向いていても後ろのことが分かる、そういう細かい配慮など口で言っ

ただけでは教えきれないものがにじみ出ている先生方がたくさんおられます。そう

いう方々の大事な経験を新しい方々にたくさん吸収させてあげたら、いい先生にな

ってくれるだろうと思います。そして、もう一つは社会性です。私たちは一般なの

で、先生方には非常に申し訳ないのですが、退職された先生方のことをどうしても

「彼は教員やっていたから」というイメージで見なければいけないことがたくさん

あります。忙しい中で社会性というものは、なかなか培われない部分があります。
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学校を訪問したときの先生方のあいさつ一つとっても、先生方と話しているときの

仕草一つとっても、たとえば三菱に勤めてみえる方だったら、はねられるのではな

いかという方もおられます。社会性をつけていただくのは難しいのかもしれません

が、子どもたちはその先生から教わり、社会に出ていくわけですから、社会性や常

識は大切だと思いますので、よろしくお願いします。 

【委員長】教育次長。 

【教育次長】年配の教員たちの熟練の技といいますか、背中で見せるような指導は

本当に大事だと思っています。平成２６年度から岐阜県でも教職員の再任用制度が

本格的に運用されます。来年度は県内の小学校で５０名、中学校で１０名、合計６

０名の教諭が再任されます。小学校の５０人には、基本は担任をしてもらいます。

その担任をされる再任用の先生に、直截初任といいますが、大学を出たばかりで講

師経験のないものが１年間ついて担任の練習をするという制度が始まります。県内

で６０人という枠ですけど、中津川市は積極的に手を挙げて、１人でも２人でもそ

ういった職員を作るということで、実は昨日、教育長と２人でそういうことができ

そうな先生のもとに学校まで押しかけてお願いしてきたところで、今後やっていか

なければならないと思います。 

 社会性につきましては、市の研修等でそういった機会を設けております。私は、

２３、４歳頃の人間が、たとえば担任で３０人のお子さんを持てば、３０種類の職

種の親さんと接点があると思っています。母親も含めれば６０かもしれません。他

の職場にそういう職があるかというと、私はないと思っています。同業者の方たち

とはたくさん接点があるでしょうけど、教員というのは担任をすることで、多様な

親さんとの接点も多いわけです。親さんと十分関わり、子どもを通していろいろな

話をする中で、教職員であるからこそできる経験を生かせるように是非していきた

いと考えております。委員さん方からもいろいろな機会をいただいて、若い子たち

に話をしていただけるとありがたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

【委員長】私も、教育実習のときに先輩からすばらしい先生がいると紹介されて、

その先生の授業を見せてもらいました。その授業で子どもたちのすばらしい凝視力、

その先生を見る目がすごいと思いましたので、私も教員になってしまいました。最

後まで自分にあんな授業をやりたいという願いがありましたので、田島委員がお話

ししてくれましたけど、夢や憧れを持てる授業を是非若い先生にも見てもらって、

学校の組織力、教育力でつなげていっていただけるといいと思っております。 

 教員の常識は社会の非常識と言われるほどではないと思っていますけど、やはり

子ども相手にしておりますと、どうしても目線が上からということには気を付けな

いといけないと思ったことがあります。学校の先生方も授業だけできればいいとい

うことではなく、外の社会とも十分にいい関係を持てる人材に育っていただけると

ありがたいと思っております。 
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 重点に２つ掲げていただきました。一つは、学校の組織力、組織としての教育力

を高める。もう一つは、研修的な異動をして職員の教育実践力を高めると、きちん

とまとめをいただきましたので、こんな方針で進めていただいて、また落ち着いた

頃に、私どもも来年度学校を見せていただくことにつながっていくといいと思って

おります。ありがとうございました。 

 ほかにございませんか。なければ、日程第１、議第２２号 平成２６年度中津川

市立小中学校教職員の人事異動方針については、承認とさせていただきます。 

議事は以上でございます。次回は、平成２６年１月１５日水曜日、午後１時３０

分から、にぎわいプラザ４－１会議室で開催します。 

それでは、以上で平成２５年度第１４回中津川市教育委員会を閉会とさせていた

だきます。ありがとうございました。 

【閉 会】 


